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新しい学校を考える会
 『保護者・地域住民と学校を考える会です』

＜趣旨＞
　新しい学校を保護者、地域住民等と一緒に考え、広く
　意見を交わし、学校づくりに生かす
＜対象＞
　早来地区小中学校保護者、地域住民、趣旨に賛同する方
＜内容＞
　・新しい学校のコンセプトづくり
　・新しい学校への意見、提案
　　※教育委員会への提言や意見で決定権はありません
＜頻度＞
　３月までは月２回程度、４月以降は年５～６回



義務教育学校をつくるのに課題はないの？

たくさんの課題があります
建設/建物 学校運営

保護者/地域

□ 予算 
□ スケジュール 
□ 校舎 
□ 教室 
□ グラウンド

□ 学校名 
□ 校章、校歌　　　　 
□ 学年（６/３制、４/３/２制） 
□ カリキュラム　 
□ 部活　　 
□ 生徒会、児童会 
□ 行事（運動会、学校祭） 
□ 制服 

＜その他＞ 
□ できあがるまでの教育活動 
□ 意見反映

□ ＰＴＡ 
□  コミュニティ・スクール 
□ 同窓会 
□ 安平小、遠浅小
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一番の課題は 

「コンセプトが決まっていないこと」
どんな学校をつくりたいのか

※次回の説明会で提示します



どんな学校にしたいのか？

どんな未来をつくるのか？





幼少期は遊び環境が教育環境

しかし、遊び環境だけつくっても解決しない
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若者は2人に1人が100歳人生
50％の確立で生存する年齢予想

現在の年齢 寿　命

１０歳
２０歳
４０歳
６０歳

１０７歳
１００歳
　９５歳
　９０歳

「ライフ・シフト」（リンダ・グラットン、共著）



「不安な個人、立ちすくむ国家」（次官・若手プロジェクト）



12 

今後は、人生100年、二毛作三毛作が当たり前。 
 
にも関わらず、「昭和の標準モデル」を前提に作られた制度と、 
それを当然と思いがちな価値観が絡み合い、変革が進まない。 
 
これが、多様な生き方をしようとする 
個人の選択を歪めているのではないか。 

「不安な個人、立ちすくむ国家」（次官・若手プロジェクト）





社会がさらに変わる
インターネットが劇的に速くなる 

（今の100倍速い）

自動運転 
（バス、農作業、輸送）

同時通訳 
（外国人労働者　
　スポーツ留学）

遠隔操作 
（医療診察、手術）

情報収集/分析 
（個人にあわせて）

人工知能 ロボット
（介護/作業/労働）（分析/判断）

（2019年から）



Society 5.0 ソサイエティ 5.0

人間中心の社会（超スマート者会）
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合
させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間
中心の社会（Society）

Society 5.0
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新しい社会に対応するため 
大学（入試）が変わる



大学入試改革のイメージ

高校での 
学力評価

共通試験

各大学での 
個別試験

現在 新制度

内 申

センター 
試験

筆記試験 
中心

高等学校 
基礎学力テスト

大学入学希望者 
学力評価テスト

多面・多様な問題 
面談・討論も実施







主体的・対話的で深い学び



社会がさらに変わる

自動運転 
（バス、農作業、輸送）

同時通訳 
（外国人労働者　
　スポーツ留学）

遠隔操作 
（医療診察、手術）

情報収集/分析 
（個人にあわせて）

人工知能 ロボット
（介護/作業/労働）（分析/判断）

新しい社会に対応するため 
大学（入試）が変わる

新しい社会に対応するため 
学校（学び）が変わる



Society 5.0に向けた人材育成
～社会が変わる、学びが変わる～

（概要）

平成３０年６月５日
Society 5.0に向けた人材育成に係る大臣懇談会

新たな時代を豊かに生きる力の育成に関する省内タスクフォース



１．Society 5.0の社会像・求められる人材像、学びの在り方
（Society 5.0に向けた人材育成に係る大臣懇談会の議論を踏まえて）

Society 5.0における学びの在り方、求められる人材像

1

ＡＩ等の先端技術が教育にもたらすもの ⇒学びの在り方の変革へ
（例）・スタディ・ログ等の把握・分析による学習計画や学習コンテンツの提示

・スタディ・ログ蓄積によって精度を高めた学習支援（学習状況に応じたコンテンツ提供、学習環境マッチング等）

学校が変わる。学びが変わる。 ⇒Society5.0における学校（「学び」の時代）へ
・一斉一律授業の学校 →読解力など基盤的な学力を確実に習得させつつ、個人の進度や能力、関心に応じた学びの場へ
・同一学年集団の学習 →同一学年に加え、学習到達度や学習課題等に応じた異年齢・異学年集団での協働学習の拡大
・学校の教室での学習 →大学、研究機関、企業、ＮＰＯ、教育文化スポーツ施設等も活用した多様な学習プログラム

Society 5.0の社会像
ＡＩ技術の発達 ⇒定型的業務や数値的に表現可能な業務は、ＡＩ技術により代替が可能に

⇒産業の変化、働き方の変化

日本の課題
ＡＩに関する研究開発に人材が不足、少子高齢化、
つながりの希薄化、自然体験の機会の減少

人間の強み
現実世界を理解し意味づけできる感性、倫理観、
板挟みや想定外と向き合い調整する力、責任をもって遂行する力

共通して求められる力：文章や情報を正確に読み解き対話する力
科学的に思考・吟味し活用する力
価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探求力

新たな社会を牽引する人材：技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創造する人材
技術革新と社会課題をつなげ、プラットフォームを創造する人材
様々な分野においてＡＩやデータの力を最大限活用し展開できる人材 等



Society 5.0

・一斉一律授業の学校（従前） 
　　→　基礎学力を習得させつつ、個人の進度や能力、 
　　　　関心に応じた学びの場へ 
・同一学年集団の学習（従前） 
　　→　同一学年に加え、学習到達度や学習課題等に 
　　　　応じた異年齢・異学年集団での協働学習 
・学校の教室での学習（従前） 
　　→　大学、研究機関、企業、NPO、教育文化スポー 
　　　　ツ施設等も活用した多様な学習プログラム

学校が変わる。学びが変わる。
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どんな学校にしたいのか？
どんな未来をつくるのか？



今後の流れ

1月10日(木)　説明会、アンケート実施
1月16日(水)　新しい学校を考える会①
　　　　　　　※コンセプトについて意見交換

1月22日(火)　新しい学校を考える会②
　　　　　　　※コンセプト案検討

1月29日(火)　説明会、アンケート実施
　　　　　　　※コンセプトについて提示
2月上旬　　  アンケートをもとにコンセプト再検討
2月中旬　　  修正コンセプト提示、アンケート実施

教育委員会でコンセプト作成

教育委員会でコンセプト修正



＜次回説明会＞ 
　日時：1月29日(火)18時30分～ 
　場所：早来小学校体育館 

＜新しい学校を考える会＞ 
　日時：1月22日(火)18時30分～ 
　場所：早来中学校仮設校舎 
　内容：コンセプト検討（提示）



早来中学校校舎再建に 
関する説明会

平成31年1月10日
安平町教育委員会


